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（Wirtschaft und Gesellschaft）の「旧稿」の一部（第５章）。MWG I/22-2（Wirtschaft und Gesellschaft, 
Die Wirtschaft und die gesellschaftlichen Ordnungen und Mächte. Nachlaß: Religiöse Gemeinschaften, 
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54─　 ─
〔抄　録〕
　災害，経済格差，病など，この世の苦難は必ずしも平等に配分されているわけではない。
この不条理の意味を問う神義論は，時代を問わず世界の諸宗教・諸文化に見られるもので
あり，個々人にとって切実な実存的問いとして生起するものである。マックス・ヴェー
バーの意味理解を問うていく宗教社会学は，世界の諸宗教を対象に，神義論がもつ実践的
意義を考察している。本研究は，ヴェーバーが最初に神義論の問題を考察した『宗教社会
学』を対象に，ヴェーバーにおける神義論問題の展開と可能性を探ろうとするものである。
　ヴェーバーにおける神義論問題は，『倫理』論文を偏重するあまり，かつては重視され
てこなかった問題である。だが，フリードリヒ・テンブルックによってヴェーバーの業績
の中心的な問題として取り上げられた。テンブルックのヴェーバー解釈は見るべき点も多
いが，根本的な問題も指摘されている。そこでまず，『経済と社会』の作品史問題と「脱
呪術化－近代化」テーゼ，そして神義論に内在する宗教的合理化のダイナミズムについて，
テンブルックの見解を概観した。その上で，テンブルックの議論が，西洋的な「近代」を
称揚している点，比較の意義を見失っている点，作品史を重視するがゆえに『宗教社会学』
のテキストがもつ可能性を見逃す問題などを指摘した。以上の批判的検討を踏まえ，秩序
と行為の相互連関と動機理解という方法が，神義論における宗教的世界像と現実との矛盾
の意味理解および矛盾の克服という構造と共通することを指摘した。
